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第１章

人をはぐくむまちづくり
（教育・人づくり）

主体性・社会性の育成重点テーマ

1  個性を伸ばし、主体性を育む人づくり
2  学び合い、高め合う人づくり
3  ふるさとを愛し、未来へ繋げる人づくり

重点施策

ふるさとを愛し、
多様性を尊重する心豊かな人間性を育むとともに、
あらゆる世代が共に学び、
支え合えるまちを目指します。

１０年後に
目指す姿



関連データ等
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⃝ 学習指導要領等にある「主体的・対話的で深い学び」の推進
⃝ 自ら進んで学ぶ楽しさや友達と活動する喜びを獲得する体験の不足、

いじめや体罰、情報モラル等、子どもを取り巻く環境の著しい変化
⃝ 特別な教育支援を必要とする幼児児童生徒の増加
⃝ 市民が主体的に学べる場の充実に対する社会的要請

一人ひとりの個性や感性を伸ばし、主体性を育みます
⃝ 一人ひとりが学ぶことの喜びを実感できる学校教育の展開　
⃝ すべての子ども達が自己の力を伸ばすことができる教育環境の提供
⃝ 市民が主体的に学ぶことができる学習機会の提供

環境の多様な変化に柔軟に対応するための主体的に学ぶ力
を身に付けた、次世代を担う人材育成が求められています

目標

現状と
課　題

【人をはぐくむまちづくり（教育・人づくり）】主体性・社会性の育成

1 個性を伸ばし、主体性を育む人づくり

子どもたちが確かな学力を身に付け、心身ともに成長できるよう学校教育が行われている。
2016年度　市民アンケート調査（重要度）

■ 重要　■ やや重要　■ あまり重要でない　■ 重要でない　■ 無回答
58.6 30.5 5.1 4.5

（%）

2016年度　市民アンケート調査（満足度）

■ 感じる　■ やや感じる　■ あまり感じない　■ 感じない　■ 無回答
7.3 42.0 39.5 8.1 3.1

（%）

1.3
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Ⅲ
　
推
進
計
画⑴	一人ひとりが学ぶ喜びを実感できる学校教育を展開します

⃝学び続ける力の育成　　⃝豊かな人間性の育成　　⃝たくましく生きるための健康や体力の育成

⑵	すべての子どもが自分の力を伸ばすことができる教育環境を提供します
⃝個に応じた指導（学校教育・幼児教育）の充実　　⃝特別支援教育体制の充実

⑶	市民の主体的な学びに繋がる学習の機会を提供します
⃝多様化する学習ニーズや地域的課題に関する学習機会の提供　　
⃝子育ち・子育てのための家庭教育力向上への支援　　⃝知的活動を支援する図書館の充実

施策の方向性

市民、企業・団体、行政の役割

市民、企業・団体、行政の役割

市民、企業・団体、行政の役割

⃝関連する個別計画⃝
県都まえばし創生プラン、前橋市教育振興基本計画、教育行政方針、まえばし学校教育充実指針、幼児教育充実指針

⃝専門的な技能を活かした授業支援　
⃝学校公開日への積極的な参加

⃝一人ひとりを大切にした教育への協力
⃝特別支援教育への理解

⃝ 公民館、コミュニティセンター及び
図書館活動への主体的参画

⃝体験活動への協力　
⃝専門的な分野の授業支援　
⃝キャリア教育への協力

⃝特別支援教育への理解

⃝社会教育活動のための人材の提供
⃝ 社会教育活動のための場や機会な

どの提供

⃝授業力を高める研修
⃝ 指定校による研究の推進と授業公開

によるすべての学校との共有

⃝一人ひとりを大切にした教育の推進
⃝特別支援教育体制の充実　
⃝幼児教育関係団体等との連携

⃝ 地域課題や市民ニーズに対応した
学びの場の提供

⃝ 多様な知的好奇心に対応できる情
報の提供

市民

市民

市民

企業・団体

企業・団体

企業・団体

行政

行政

行政

成果
指標

成果
指標

成果
指標

実績（2012）
74％

実績（2012）
88％

実績（2015）
89％

実績（2012）
22,641人

実績（2012）
464,998人

現状（2016）
78％

現状（2016）
93％

現状（2016）
89％

現状（2016）
37,464人

現状（2016）
470,950人

目標（2020）
80％

目標（2020）
95％

目標（2020）
92％

目標（2020）
38,000人

目標（2020）
480,000人

※2015年から上記の質問項目を設定したため、実績値を2015年とするもの。

学校評価アンケートで「授業で学習課題に沿って自
分で考えたり、まとめたりしている。」という質問に「よく
できている」「大体できている」と回答した人の割合

学校評価アンケートで「授業で学習したことがよくわ
かっている。」という質問に「よくわかっている」「大体
わかっている」と回答した人の割合

学校評価アンケートで「特別支援教育が充実して
いる。」という質問に「よくできている」「大体できてい
る」と回答した人の割合

公民館・コミュニティセンターの
講座学習参加者数（年間）

図書館の利用人数（年間）
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2016年度　市民アンケート調査（重要度）

■ 重要　■ やや重要　■ あまり重要でない　■ 重要でない　■ 無回答
24.1 52.8 16.8 4.1

（%）

2016年度　市民アンケート調査（満足度）

■ 感じる　■ やや感じる　■ あまり感じない　■ 感じない　■ 無回答
23.3 51.2 20.0

（%）

2.3

2.6
2.9
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⃝ 学習指導要領で目指している「社会に開かれた教育課程」の実現
⃝ 家庭や地域において子どもの社会性が育まれていた場や機会の減少
⃝ 市民が学んだ成果を活かし、地域社会との繋がりを深めていく仕組み

づくりの必要性
⃝ 家庭の経済的背景による学習機会の格差

多様な集団の中での社会性や、認め合い支え合う心を育み、
協働してよりよい社会を創造する力を育みます
⃝ 人間性を高める学校づくり・幼稚園づくりの推進　
⃝ 様々な地域活動を通じた社会性の育成
⃝ 個々の学びの成果を地域づくりに還元できる社会教育の充実

家庭、地域、学校の連携の強化を通じた地域活動の中で、子ど
もたちの居場所づくりや人間関係の形成が求められています

目標

現状と
課　題

【人をはぐくむまちづくり（教育・人づくり）】主体性・社会性の育成

2 学び合い、高め合う人づくり

社会の問題や興味のあることを学べる場や機会が、身近な場所で得られる。



登録人数

講座件数
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Ⅲ
　
推
進
計
画⑴	人間性を高める学校・園づくりを推進します

⃝共に学び合い創造する力を育む教育の推進　　⃝地域と協働する学校運営の推進

⑵	豊かな地域活動を通じて社会性を育みます
⃝地域の子どもを地域で守り育てる主体的な健全育成活動の推進
⃝学び合い、よりよい地域社会を創り出す活動の推進

⑶	生涯学習の成果を地域づくりに繋げる社会教育を充実します
⃝自己実現と社会参画への意欲の喚起とその機会の提供　　
⃝地域の担い手の育成と活用　　⃝地域づくり・文化振興・学びの拠点としての機能充実

施策の方向性

市民、企業・団体、行政の役割

市民、企業・団体、行政の役割

市民、企業・団体、行政の役割

⃝関連する個別計画⃝
県都まえばし創生プラン、前橋市教育振興基本計画、教育行政方針、まえばし学校教育充実指針

⃝ 専門的な知識や技能を活かした協
働による学校支援

⃝地域活動への参加
⃝地域活動への協力
⃝地域をあげて家庭、学校と連携強化
⃝子育てサークル等への参加

⃝学びの地域還元
⃝ 生涯活躍できる地域づくりに向けた

協働

⃝ 専門性を活かした技術指導等にお
ける授業支援・出前講座

⃝ 社会的なスキルやコミュニケーション
能力を育むための体験活動への協力

⃝ 子どもたちが主体となる行事・活動
の創出

⃝ボランティアが参加しやすい体制づくり
⃝子どもたちの見守り

⃝次世代を支える地域人材の育成支援

⃝ 教職員に対するスキル向上のため
の研修

⃝ 教員が子どもと向き合う時間の十分
な確保

⃝ 子どもたちが主体となる行事・活動
の推進

⃝地域人材の確保
⃝学校との連絡調整、情報提供

⃝ 学んだ成果を地域に還元できる仕
組みづくり

⃝ 越境性・専門性を備えたコーディ
ネートによる関係機関との連携

市民

市民

市民

企業・団体

企業・団体

企業・団体

行政

行政

行政

成果
指標

成果
指標

成果
指標

実績（2012）
61％

実績（2012）
37,122人

実績（2012）
なし

現状（2016）
76％

現状（2016）
42,546人

現状（2016）
82％

目標（2020）
80％

目標（2020）
45,000人

目標（2020）
85％

※実績値「なし」は、2016年から地域寺子屋を開始したことによるもの。

学校評価アンケートで「学校課題が改善されている
（取り組めている）。」という質問に「よくできている」
「大体できている」と回答した人の割合

地域の青少年健全育成団体が関わった行事の
参加者数（年間）

地域寺子屋に参加した生徒の自己評価で「自分の
力を伸ばすことができた。」という質問に「よくできた」
「大体できた」と回答した生徒の割合

市民講師の登録人数とその講座件数（年間）
実績（2012）

6人

１件

現状（2016）
13人

51件

目標（2020）
20人

80件
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2016年度　市民アンケート調査（重要度）

■ 重要　■ やや重要　■ あまり重要でない　■ 重要でない　■ 無回答
28.5 49.3 15.2 4.1

（%）

2016年度　市民アンケート調査（満足度）

■ 感じる　■ やや感じる　■ あまり感じない　■ 感じない　■ 無回答
6.4 32.3 45.1 14.1

（%）

2.8

市民が前橋の自然・歴史文化・食・風土などに誇りを持っている。

2.0
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⃝ 若い世代における優れた地域素材（豊かな自然や伝統文化等）に対す
る認識の低下

⃝ 長い歴史に育まれた数多くの文化財の保存管理と活用促進
⃝ 子ども達の自然体験活動の不足

前橋の自然や文化への理解を深め、愛情や誇りを育むと
ともに、前橋の歴史・文化を次世代に継承します
⃝ 地域の文化、豊かな自然に触れて学ぶ機会の確保
⃝ 文化財への愛着や保護の精神の育成と、文化財の後世への継承
⃝ 優れた芸術文化に触れる機会の創出と、生涯にわたり芸術文化活動に

親しむ意識の醸成

地域の文化財を積極的に活用し、郷土への関心や親しみを
高めるとともに、ふるさとの豊かな自然に触れる機会の充実
が求められています

目標

現状と
課　題

【人をはぐくむまちづくり（教育・人づくり）】主体性・社会性の育成

3 ふるさとを愛し、未来へ繋げる人づくり
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Ⅲ
　
推
進
計
画⑴	地域の文化や豊かな自然に触れて学ぶ機会を確保します

⃝赤城山麓などの豊かな自然を活用した体験活動　⃝ふるさとの良さに気づき、ふるさとを愛する心の育成
⃝地域の幼児・小中学生等による異年齢交流、地域の人との交流

⑵	文化財等に親しみ、郷土への愛着の心を未来へ繋げていきます
⃝文化財施設を活用したイベント　　⃝文化財施設を組み入れた観光等への協力と連携
⃝郷土芸能等の継承と普及･啓発

⑶	芸術や文化に触れる機会を創出し、優れた才能や個性を伸ばしていきます
⃝アーツ前橋や前橋文学館等の優れた芸術文化拠点の活用
⃝質の高い芸術や文化に触れる機会の提供　　⃝市民の文化活動の推進

施策の方向性

市民、企業・団体、行政の役割

市民、企業・団体、行政の役割

市民、企業・団体、行政の役割

⃝関連する個別計画⃝
県都まえばし創生プラン、前橋市教育振興基本計画、教育行政方針、まえばし学校教育充実指針

⃝ 様々な講座やイベントへの参加
⃝ イベントへの理解、協力
⃝ 魅力ある地域の物、場所、文化の掘

り起こし

⃝文化財への関心を高める
⃝講座やイベントへの参加
⃝郷土への誇りや愛着を持つ
⃝郷土芸能、伝統行事への参加

⃝講座やイベントへの参加
⃝サークル活動への参加

⃝ 子どもたちを対象としたイベントの
企画開催

⃝ 地域の物、場所の提供
⃝ 異業種間の連携

⃝ 文化財施設を含めた観光ルートの
作成と観光ＰＲ

⃝地域振興へ文化財施設の取り込み
⃝文化財施設の利用促進
⃝地域の祭り等への協力と支援

⃝講座やイベントへの参加
⃝芸術文化に触れる機会の提供

⃝ 郷土や文化財への理解を高めるた
めの教育活動

⃝ 地域全体で子どもを育てる体制づくり
⃝ 実施地区の情報発信

⃝ 子どもや親子を対象としたイベント
の企画開催等の普及啓発活動

⃝前橋観光コンベンション協会等との連携
⃝ 文化財、伝統芸能等への理解を高め

るための情報提供、普及・啓発、教育

⃝講座やイベントの開催
⃝児童生徒を含む市民への情報発信
⃝市民の参加機会の確保

市民

市民

市民

企業・団体

企業・団体

企業・団体

行政

行政

行政

成果
指標

成果
指標

成果
指標

実績（2012）
なし

実績（2012）
40,036人

実績（2013）
５校

現状（2016）
96％

現状（2016）
24,046人

現状（2016）
５校

目標（2020）
98％

目標（2020）
49,200人

目標（2020）
８校

※実績値「なし」は、2016年から里山学校を開始したことによるもの。

※現状値の減少は、臨江閣の改修工事に伴う休館によるもの。

※2013年にアーツ前橋が開館したため、実績値を2013年とするもの。

里山学校の参加者アンケートで「体験を通して地域
の良さを感じた。」と回答した人の割合

文化財施設の入館者数（年間）

アーツ前橋の主催事業に参加する学校数（年間）


